
令和4年3月7日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：毎回五教科すべて実施した。

３：８０％以上の実施率であった。

２：６０％以上の実施率であった。

１：６０％未満の実施率であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：ボランティア活動を月1回以上実施した。

３：ボランティア活動を学期に1回以上実施した。

２：ボランティア活動を年1回以上実施した。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：９０％以上行っている。

３：８０％以上行っている。

２：５０％以上行っている。

１：５０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上行った。

3：学期に2～3回行った。

2：学期1回以上行った。

1：実施できなかった。

３：保護者学校評価ア
ンケートの該当する項
目(21～25)で3または4
と答えた保護者が80％
以上

２：保護者学校評価ア
ンケートの該当する項
目(21～25)で3または4
と答えた保護者が60％
以上

１：保護者学校評価ア
ンケートの該当する項
目(21～25)で3または4
と答えた保護者が60％
未満

１：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目（１６・１
７,２２～２５）、生徒の生活
アンケートの該当する項目
(2～5）で3または4と答えた
生徒が60％未満
４：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒によ
る授業評価の項目(8～
18)で３または４と答え
た生徒が90％以上

３：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒によ
る授業評価の項目(8～
18)で３または４と答え
た生徒が80％以上

２：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒によ
る授業評価の項目(8～
18)で３または４と答え
た生徒が60％以上

１：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒によ
る授業評価の項目(8～
18)で３または４と答え
た生徒が60％未満

４：保護者学校評価ア
ンケートの該当する項
目(21～25)で3または4
と答えた保護者が90％
以上

４：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目(1～8),
生徒の生活アンケートの
該当する項目(1・14～22）
及び、保護者対象アン
ケートの該当する項目(4～
6)で3または4と答えた生
徒・保護者が90％以上

３：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目(1～8),
生徒の生活アンケートの
該当する項目(1・14～22）
及び、保護者対象アン
ケートの該当する項目(4～
6)で3または4と答えた生
徒・保護者が80％以上

２：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目(1～8),
生徒の生活アンケートの
該当する項目(1・14～22）
及び、保護者対象アン
ケートの該当する項目(4～
6)で3または4と答えた生
徒・保護者が60％以上

１：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目(1～8),
生徒の生活アンケートの
該当する項目(1・14～22）
及び、保護者対象アン
ケートの該当する項目(4～
6)で3または4と答えた生
徒・保護者が60％未満

４：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目（１６・１
７,２２～２５）、生徒の生活
アンケートの該当する項目
(2～5）で3または4と答えた
生徒が90％以上
３：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目（１６・１
７,２２～２５）、生徒の生活
アンケートの該当する項目
(2～5）で3または4と答えた
生徒が80％以上

Ｄ

４：生徒学校評価アン
ケートの該当する項目
(9～15,18～21)が90％
以上

４：生徒学校評価アン
ケートの該当する項目
(9～15,18～21)が80％
以上

４：生徒学校評価アン
ケートの該当する項目
(9～15,18～21)が60％
以上

４：生徒学校評価アン
ケートの該当する項目
(9～15,18～21)が60％
未満

４：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒の
自己評価の項目(１～
７)で３または４と答えた
生徒が90％以上

３：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒の
自己評価の項目(１～
７)で３または４と答えた
生徒が80％以上

２：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒の
自己評価の項目(１～
７)で３または４と答えた
生徒が60％以上

１：生徒による授業アン
ケートのうち、生徒の
自己評価の項目(１～
７)で３または４と答えた
生徒が60％未満

Ａ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：
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１：

２：生徒学校評価アンケー
トの該当する項目（１６・１
７,２２～２５）、生徒の生活
アンケートの該当する項目
(2～5）で3または4と答えた
生徒が60％以上

B

成果指標達成率は84.65%であったが、昨
年度（82.31％）より2.34ポイント上昇した数
値になっており、概ね良好であった。それ
でも、「学校の施設・設備は十分に整って
いる。」（達成率73.1％）という設問の達成
率は相変わらず低調であった。校舎そのも
のの老朽化は事実であり、どうにもならな
いことであるが、大田区の２８中学校の中
でも自然の豊かさや地域の方々の温かさ
は１番であることを生徒も十分に理解して
いると思う。また、「給食は工夫されてい
て、おいしい。」（達成率73.6％→79.9％）と
いう設問の成果指標は上昇してきている。
これは、保健給食委員会で取り組んでいる
フードロスプロジェクトなどの成果の現れで
あり、今後も生徒自身が持続発展のため
に一番大切なものが物質的なものを追い
かけるのではなく、自らの心に栄養を与え
ることであることにも気付いてくれることに
期待したい。また、「学校の授業（体育）で
の取り組みで基礎体力が向上した。」の達
成率が年々上昇してきている（82.3％→
88.0％）のは、体育科の指導が確実に定着
してきている証であると考える。
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これまでの12年間、SDGs達成にむけて、
ESDの活動をより活性化させ、「主体的・対
話的で深い学び」の実践を積み上げてきた
結果、成果指標達成率が91.49%と充分満
足できる達成率になった。その中でも「自
分にはよいところがある。」「難しいことで
も、失敗を恐れないで挑戦している。」とい
う自己肯定感を問う設問の達成率が
80.00%（昨年は75.50％と僅かではあるが上
昇したことが大きな成果であった。この原
因は、やはり新型コロナウィルス流行下で
あっても、様々な行事やボランティア活動
を縮小したり、形を変えてでも工夫をしなが
ら実践してきたことにあると思われる。客観
的に見ても六中の生徒は、このコロナ騒動
の中においても、たいへん落ち着いて我慢
しながら頑張って活動していた。今後も具
体的な数値目標であるSDGsを有効に活用
し、大森六中の学校全体としての取組や、
生徒一人一人の活動や学習、そして今の
我慢がどれくらい世界に貢献していけるか
を気付かせていきたい。さらに、昨年度は
「学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等をのための取
組を実施する」の項目の取組評価を３と評
価したが、今年度は４にもどすことができ
た。今年度も国内外からの要人の来校な
どは少ない１年間であったが、コロナ対策
の中で、「もっと、生徒と深いコミュニケー
ションをとる時間を作っていこう。」という気
持ちを実践できた表れであると思われる。
来年度もどのような状況なるか計り知れな
いが、「生徒は学校の宝である」ことを忘れ
ずに、日常の教育活動をより丁寧に取り組
んでいきたい。
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　　本校は昭和22年に開校し、私鉄の4駅に囲まれた交通至便な住宅街にあり、現在は12学級、全校生徒378名の中学校である。敷地は風致地区内にあり、自然に溢れ、4月には校庭も一面桜の花で覆われる。勝海舟記念館と、風光明媚な洗足池に隣接し、池の
周囲を15分ほどで歩ける周回路は、運動会の長距離走のコースとなっている（令和2，3年度は中止）。生徒たちはこの池にホタルを自生させる活動に取り組み、毎年その風情は地域の方から喜ばれている。また、落ち葉を集めて作ったミミズコンポスト、夏の陽射しを
さえぎるゴーヤのグリーンカーテン、さらに近隣の大岡山駅北口の駅前花壇作り等も行っている。教育目標は「気品のある生徒の育成」「実力のある生徒の育成」「健康のすぐれた生徒の育成」の３つを揚げている。２０１１年にユネスコスクールに加盟し､地域を「屋根
のない学校」と考え、教育活動を進めている。地域の中で､地域の人々と共に､地域のために活躍できる人材を育成するために、「環境を保全する環境教育」､「災害に立ち向かう場所としての防災教育」、「国際理解・国際交流教育」、「地域連携教育」、「人権・人命尊
重・平和教育」に取り組み、生徒の自己有用感、自己肯定感を育んでいる。自分の育った地域に愛着を持ち､郷土愛を育み、将来の日本や世界の様々な課題を考え解決して､心豊かに生きていく基盤となる教育実践を行い、SDGsを到達目標としながら、20年・30年
後の持続可能な社会の担い手を育てる持続発展教育（ＥＳＤ）を推進している。
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学校関係者記入欄
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地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。
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学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
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成果指標達成率は82.67%(昨年も82.60%)と
概ね満足いく数値であったといえる。新型
コロナウィルスの流行で学校防災訓練は
校内行事として実施したが、まちなか点検
などの防災関係の行事を始め、新入生の
募集（児童・保護者共）から美化活動にい
たるまで、地域や保護者の皆様に多大な
るご支援を頂いた。ただ、保護者の皆様か
らのアンケートの回答から「学校の施設・
設備は整っている。」の項目の成果指標が
57.3%（昨年は55.9％）と昨年度に引き続
き、極端に低かったのが残念であった。
「体力向上と健康の増進」の項目でも考察
したが、施設の老朽化はどうにもならな
い。ただ、今年度も校舎内の消毒活動はど
の学校よりの念入りに実施してきたつもり
である。ただ、ご意見を真摯に受け止め、
SDGs達成のために地球全体の環境問題
を考える大森六中が、足元である学校美
化活動や消毒衛生活動、そしてＩＣＴ環境
の充実についても、もう一度見直し、古くて
も「安全・安心」をモットーに、学習活動の
環境は「ＮＯ．１」になれるような学校を作っ
ていくための良い機会にしたい。「地域の
中の学校」という言葉を忘れないようにしな
がら、保護者の皆様や地域に方々の理解
を得るための努力を惜しまずに行っていき
たい。

・古くても「安全・安心」が輝いていると思います。
・トイレの早急な改修を強く望みます。
・今後とも子どもたちにとってよりよい連携を深めることができるよう、どうぞよろしくお願い申し
上げます。
・コロナウイルスの流行下という現状では致し方ないことではありますが、まずはコロナ以前の
学校、家庭、地域の三者による学校活動の復活が早く実現してほしい。その上で三者による協
力体制のより一層の強化に向けての活動を起こしていきたい。
・学校のホームページは、外部の方（各講師等）が一番最初に得られる情報になる。また、地域
や保護者にとっても大切な情報源でもあるため、できればもう少し情報を早く載せたほうが良い
と感じる。（例えば、学校説明会や新入生保護者説明会などの日にち等のお知らせ時期を早め
る等）。ただ先生方もお忙しいので、無理はなさらないでいただきたいと思う。いつも子供達のた
めに、ありがとうございます。
・コロナ禍においても、大岡山駅前花壇の整備など、地域を明るくしてくれる活動は、素晴らしい
取組である。施設の老朽化にも負けない、素晴らしい周辺環境と、地域の方々、教職員の方々
の頑張りで、これからも大田区の中学校を引っ張っていく大森六中を期待しています。
・校舎が老朽化していても、内にいる人たちは生き生きとした姿を見受けられます。教職員の
方々のご努力に頭が下がります。
・色々な面で学校と地域が協力し、よりよい学校を作っていくために、今後もお手伝いさせてい
ただきたいと思います。
・地域との交流は出来ませんでしたが、生徒たちの登下校時の笑顔を見るだけでも嬉しくなりま
す。
・地域や保護者の方々が、多くボランティアに参加してくれる地域です。コロナ禍で調整が難しく
なっていますが、今までのつながりを途切らせないようにしていただければと思います。
・地域教育連絡協議会では、毎回学校や生徒の様子を資料とともに知らせていただいている。
特にスライドでの生徒たちの取組の発表は頼もしい姿がわかり、地域のひとりとして応援したい
と思う。
・施設は老朽化していても整備され清潔感がある。
・保護者への情報発信、PTAとの連携、地域の教育力の活用といったソフト面について、学校
は考えうる最大限の努力をして、保護者、地域の声に応えている。施設・設備等のハード面に
ついて、ぜひ、区のお力添えをいただきたい。
・地域の一施設として、今後どのように関わっていけるか、考えていきたいと思う。
・コロナ禍で地域との関わりはできませんでしたが、校内の活動が充実していますので、これか
らも学校・家庭が一体となり、開かれた教育実現を目指していただきたいと思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

駅前の花壇整備、まちなか点検、学校防
災訓練等の地域と連携した教育実践を実
施する。

1

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。
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Ａ

Ｂ

基礎学力の定着を目指し、定期考査前に、
専任教員と学習指導講師が協力して、国
語・社会・数学・理科・英語の五教科の補
充授業実施する。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

4

4

4

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

全教職員でSDG'sカレンダーを検討し、授
業改善に取り組む。ＳＤＧｓを念頭においた
学校行事に取り組む。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

3

3

4

3

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

4

4

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体育の授業中において、筋肉・体幹等のト
レーニングを行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

 ・中学校での学びがスムーズに成立するよう、小学校で学ぶべきことをきちん
と身につけさせるよう、努力してまいります。
・「青竹クラブ」大変活用しています！毎回の段取りありがとうございます。
・個別最適化の指導がなされていて素晴らしいと思います。
・「青竹クラブ」の活動の活発化は十分評価できる。土曜補習の回数が増えて７
回になったのはよかった。一年生を中心に参加率が上がったのもよかった。た
だ、３年生の参加がもう一つ上がらなかったのは残念だった。
・補習により成果指標達成率が良くなったのは良かった。土曜補習に参加する
生徒は、勉強の出来る生徒も多く参加しているが、もう少し参加する生徒が増
えるようなアイデアがあると良いと感じた。
・定期考査前の補充授業の成果が着実に向上しており、素晴らしい取組と感じ
る。タブレット活用によって、個人に合わせた環境整備など、参考にしたい例で
ある。
・生徒のタブレット利用を推進いたします。
・生徒一人ひとりの学ぶ意欲を高めるために「青竹クラブ」やタブレットを利用し
たり等の工夫で、充分に取り組めたことは素晴らしいと思います。
・苦難の状況で工夫を重ねられることが素晴らしい。
・手厚く子供たちに指導していただけていると感謝しております。忙しく学校生
活を送ったあと、意味が分かってくることと思います。
・地域の方や本校の卒業生を始めとし、「教えること」に力を貸してくれる方が大
勢います。引き続き教育活動にお力添えいただければと思います。
・青竹クラブの継続と補習授業の時間延長については、先生方のご努力のお陰
で、生徒たちへの愛情が伝わってまいります。今後もよろしくお願いいたしま
す。
・コロナ禍においても、新たに学習補助員やタブレットを活用しながら「青竹クラ
ブ」の充実を図り、個別指導の機会を最大限確保したことは素晴らしい。
・昨年と比べると取組評価が上がっており、学力の向上につながっているのだ
と思う。今後も引き続き、充実させていけるとよいと思う。
・成果指標達成率が上がっているのは先生方のご努力の結果だと思います。
引き続き工夫を重ねてご指導お願いいたします。

今年度も定期考査１週間前の部活動停止
期間に「青竹クラブ」（５教科の補充授業を
１日１教科で５日間実施）を実施してきた。
その成果もあり成果指標達成率は94.17％
（昨年度は92.2１％）と大変良好な状況で
あった。今年度は昨年に比べ学習補助員
の人数を確保でき、水曜日の職員会議中
にも実施することができた事で、「青竹クラ
ブ」の実施日数を十分に確保できた。さら
に、専任や学習補助員の先生方のご好意
で時間延長していただき、指導終了が
18:00になることもあった。また、タブレットを
利用するなどの工夫により、生徒の要望に
応えていくこともできた。（生徒の「定期考
査前の学習は十分に時間を取って取り組
んでいる。」の成果指標も85.3%[昨年度は
82.0％]と頑張っている。）また、土曜補習
は年７回実施することができたので、定期
考査前の実施も可能になり、参加率が上
がったことは良かった。来年度もいろいろ
な工夫を重ねて指導の個別最適化を進め
ていきたい。
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１：

 ・卒業生たちが皆、にこにこと笑顔で姿を見せてくれます。心豊かに成長する様子に、私たちも
心があたたかくなります。
・「礼に始まり、礼に終わる」朝のあいさつ運動に、とても有意義な端緒を認めます。
・自己肯定感を問う設問の達成率が4.5%上昇したことは素晴らしいと思います。毎朝、気持ちよ
くあいさつをする生徒さんの姿から豊かな心が育成されていることを感じます。
・ＳＤＧｓに向けた活動が年々活発にまたより深く掘り下げられたものになっていることが柴崎先
生の説明でよくわかった。それは生徒たちにとってはとても頼もしく、また喜ばしいことである。そ
して学習しがいのある指導になっていると思う。
・六中はＥＳＤが浸透しているようなので、ボランティアの形にも様々な角度で参加しやすい工
夫がされていて、とても良いと感じる。今後は年齢の差がある方や障害をお持ちの方など、普
段では接しない様な方々と交流を持つことで、さらに深い考え方とＳＤＧｓの目標達成の具体的
な物になっていくのではないか…と考える。地域も学校に協力をしてくれると思う。
・先日の平和の日の取組を拝見させてもらったが、各生徒の研究・発表が表層的内容に留まら
ず、自身の考え、想いにあふれており、「人」を大切にする姿勢が素晴らしかった。ボランティア
や地域行事が制限される状況でも、だからこそかもしれないが、六中生の未来への希望の気
持ち、行動はとても頼もしいと感じた。
・長い期間ＳＤＧｓへの取組の成果が生徒一人一人に理解され、数字に表れたことと考えられ
る。更なる取組に応援したい。
・今年もコロナにより色々制限された中で、ＳＤＧｓを有効活用し、豊かな心の育成に取り組まれ
ていることは、今後伸ばしていただきたいと思います。
・外に出られない反面、家族の触れ合いを深められたのでは。生徒は私たちにとっても宝です。
・ＳＤＧｓやＥＳＤの取組により、様々なことに興味・関心が持てているように思います。
・生徒の個性を重んじ、それぞれの良いところが伸ばせる様々な機会が準備されている教育だ
と思います。「コロナ禍」を成長の糧にする力を子供たちは身につけていると思いました。
・感染症拡大により、発表やボランティア活動の場はかなり少なくなったことは残念だが、教職
員の皆様のご努力と皆の協力により、出来る範囲で工夫に取り組むことで達成感を味わった経
験が、次に繋がる貴重な学びの一年となったことでしょう。学校は掲示物がきれいで落ち着いて
おり、学習環境を整えている様子が伺える。
・自己肯定感に関係する「自分には、よいところがあると思う。」が８割を超えているのは、この
年代の生徒の特性からすると、とても素晴らしい結果である。教育活動の中に社会貢献活動を
積極的に取り入れ、自己有用感、達成感を醸成してきた成果だと思う。
・コロナの影響で様々な行事やボランティア活動を縮小しているが、形を変えながら実践してい
ることは評価できると思う。ＳＤＧｓの取組については、毎年ではあるが、素晴らしく、児童館でも
取り組めることを取り組んでいこうと思うモデルになっている。
・12年間SDGｓに取り組み、その成果が出ていることはすばらしいと思います。また、いかに我
慢することが大切か、そして「生徒は学校の宝である」という先生方のお気持ちが希望に満ちた
豊かな心にしてくださっていると思います。とてもうれしいです。

 ・コロナの影響で体力向上の取組にはご苦労されていると思います。そんな中でも工夫して取り組まれて
いること、すばらしいと思います。
・引き続き「給食」の達成率向上を期待します！
・体力向上に向け、食育の取組やＳＤＧｓとのかかわりを考え取り組まれており、素晴らしいと思います。
・体力の向上と健康の増進は学びの精神を根幹で支える重要なものです。その充実に向けた働きかけを
今後ともより工夫されたものとして持続させてほしい。
・毎年挙げられる校舎の老朽化問題ですが、たとえ古くてもキレイに使うようにしていくことで印象は違って
くると思う。教員や生徒が「古いから汚い」と発すると、そうは思っていない人までそう感じるようになると思
うので、言葉には気をつけないといけないと思う。体育に関しては、体が急に変わっていく時期の生徒にと
ても良い環境を作っていただき、ありがたい。
・フードロスプロジェクトにより、目に見える形で指標が改善されており、素晴らしい取組が実践されている
ことが分かる。基礎体力の向上についても同様で、日頃の指導の成果が表れている証左と感じる。
・食育は家庭から、家族が食に対して意欲をもてるよう楽しいものであってほしい。補助として給食を考え
るが、今の時代はウエイトが大きい。温かいものを温かいうちに提供できる現状に、あたりまえではなく感
謝です。
・給食指導では、生徒が考えた物を実現させたりして、とても工夫されていると思います。
・建築物はいくら立派でも、それを使う人々によって変わります。古い建物でも手の入れようでいくらでも輝
きます。基礎体力は大人になっての力の源と考えます。
・体幹が良くなったと思います。取組が持続すると結果に結びつくと実感できたと思います。
・栄養士さんと保健給食委員会の生徒さんが取り組んでいる「フードロス・プロジェクト」は将来を担う子供
たちにとって、大変良い取組だと思います。
・体育関係は、コロナ禍において満足に運動できず、成長期の中学生には辛抱することが多いと思うが、
基礎体力が向上しているのは体育の指導の成果であると評価する。
・フードロスプロジェクトについて、食生活を通して多くのことを主体的に学び育っていると感じられる。
・給食指導における生徒によるフードロスプロジェクトの取組は、受け身になりがちな授業外の活動に生徒
自ら主体的に関わる機会を与え、健康増進を図る意識の向上につながっていると感じる。
・老朽化については、ある程度仕方のないことであると思う。フードロスプロジェクトに取り組み、成果が現
れていることは、非常によく、生徒たちも考えることができていると思う。
・体力向上は食生活、生活習慣が大切だと思いますので、今後も継続して取り組んでいただきたいと思
います。評価は４でいいと思いました。

 ・社会の変化とともに教育環境も変わっていきます。柔軟に対応できるよう、小学校も努力して
まいります。
・ＳＤＧｓに関して、一元的に留まらない思考を促す取組に期待します。
・研究の成果が成果指標達成率として数値として表され、日頃から積み重ねている結果だと思
います。
・公立小中学校の教員の働き方改革が昨今議論を呼んでいます。その中で、六中の先生方に
は、ＳＤＧｓをはじめ、いろいろな教育方針が課せられ多忙を極めておられると思います。教員
の方、個人個人の負担を軽減しながら、より有効な教育方法の道を探ってほしい。
・今年度は少しずつ海外との交流などが復活してきたとのことで、生徒によっては普段とは違う
活躍の場が増えたのは喜ばしいと思う。
・タブレットや通信環境をフル活用して校内の取組（平和の日・発表）は、見応えがあり、オンラ
インだからという物足りなさは感じなかった。生徒・教職員の方々のさらなる新しい取組を、ぜひ
参考にさせていただきたいと思った。
・タブレット導入は生徒一人１台が目標。小規模校はもう全生徒が利用されているようですが、
六中も頑張ってください。
・電子黒板、タブレットを授業で活用し、魅力ある教育環境づくりにご尽力していると思います。
コロナに負けず、オンライン等で発展してほしいと思います。
・１０代で身についた力をＳＤＧｓの実践とともに持続してほしい。
・先生方の教育環境づくりのおかげで子供たちが落ち着いて取り組めていると思います。
・「校則」を「上から押し付けられている」ものではなく「自分たちで考えさせる」形で決めているこ
とに、大変感動しました。生徒の自主性、責任感の成長につながると思います。
・教員の皆様の研究や実践の継続により、生徒たちの学習意欲も向上し、教育環境も良くなっ
ていると評価しています。支援の必要な生徒に教員全体で対応し、連携し、取り組んでいるとお
聞きしました。感染症対策も日々行い、多岐にわたりお忙しいのでお体ご自愛ください。
・校長先生が毎朝校門で立って挨拶をしていらっしゃることは、生徒の安心感に繋がっていると
思います。有り難うございます。
・生徒による学習成果発表を参観した際、パソコンで作成したスライドによるプレゼンテーション
が秀逸だった。日頃からの指導により、情報活用能力が着実に育成されていることを感じた。最
新の教育課題に迅速に対応していることが素晴らしい。
・生徒による授業評価で、先生方の説明、板書、速度、わかりやすさ等全てにおいて肯定的評
価が９割を超え、前年度を上回っている。コロナによる制限や急激なICT化の中での向上は先
生方の多大なるご尽力あってのことと敬服する。
・ＳＤＧｓについては、毎回参加させてもらう中で、私自身よい学びになっている。子どもたちに
とって有意義な取組であると思う。
・生徒さんをみると安心安全に学校生活が送れていることが、よくわかります。SDGｓに取り組ま
れていることがとても生徒さんにはいい教育環境を作っていらっしゃると思います。

4

4

4

3

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

人と人、人と自然のつながりを体験させる
ために、ボランティア活動に対する生徒の
意欲を高めさせ、積極的に参加させる。

４：

4

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4
１：

4

これまでの１２年間のＥＳＤ、ＳＤＧｓの研究
や実践の成果、また国立教育政策研究所
の研究指定校「ＳＤＧｓの達成に向けた学
校教育の取組～カリキュラムマネジメント
の工夫と主体的・対話的で深い学びの実
践～」をテーマにした研究の２年目の取組
の成果もあって、成果指標達成率は93.16%
と大変満足いく数値であった。（昨年度は
90.6％）特に、ＳＤＧsを念頭においたクロス
カリキュラムの作成と実践、主体的・対話
的で深い学びの授業への導入に関しては
教員側の成果評価も高い評価を示してい
る。ＩＣＴの活用に関しては、平成30年度ま
でに、普通教室・特別教室に電子黒板が
入り、教師用タブレットも一人１台導入され
ている。また今年度には生徒用のタブレッ
トが一人1台の配備となり、授業での活用
率も急激に高まっている。昨年度は新型コ
ロナウィルスの影響で国研の研究発表が
オンライン開催になってしまったが、今年
度も機会ＡＣＣＵ等とのつながりを作って
「大森六中の普段通りの姿」を皆様にお見
せしてきた。ＳＤＧs達成へのビジョンは六
中の永遠の課題として描き続けていきたい
と考えている。

３：

２：

１：

4

4

4

4

4

3

２：

Ｃ 0

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

大田区アクションプラン１「未来社会を創造
的に生きる子供の育成」に対する成果評
価は「３」（達成率86.3%）であったが、本校
の教育の柱でもある「ＥＳＤの推進」に対し
て、生徒は、学校評価アンケートの中で、
「大森第六中学校は、特色ある教育活動を
行っていると思う。」（達成率91.6%）、「大森
第六中学校に入学してよかったと思う。」
（達成率91.9%）、「学校生活は楽しい。」（達
成率89.8%）と理解を示しており、新型コロ
ナ感染防止対策の制限下であっても、「思
考力」「コミュニケーション力」「判断力」の
成長を肌で感じ取っているのではないかと
思われる。今回、アクションプラン１の達成
率が3.7%上がりきらなかった原因は、達成
率76.6%の「家庭で宿題、予習・復習をしっ
かりしている。」（昨年度の達成率74.9%）と
達成率67.4%の「私は、地域行事やボラン
ティアに積極的に参加している。」（昨年度
達成率56.3%）の２項目にあったが、これら
も新型コロナウィルス流行による、自粛期
間が長かったことが、原因の一つであると
考えられるので、状況が改善すれば、来年
度の取組評価が「４」に上昇する可能性は
十分にある。

Ｄ 0すべての教科で「主体的、対話的で深い学
び」に取り組み、「思考力」「コミュニケー
ション力」「判断力」を育成するためのＥＳＤ
を推進する。

4

13

 ・感染症への対応にも気を配りながら、特色ある教育を長年にわたり積み重ね
てこられていること、すばらしいと思います。
・地域ボランティアとの関わりは、今後さらに重点をおいて頂きたいです。
・「大森第六中学校に入学してよかったと思う」、「学校生活は楽しい」と評価し
ている生徒が約90%であるということから、教育活動が充実されていることがわ
かります。
・成果評価「３」は低いのではないか。数字以上に教育目標は達成されていると
思う。評価「４」が実質的な、また正当な評価だと思います。
・ICT機器の導入で大変だったと感じるが、新たなる教材開発もできるようにな
ると思われる。先生と生徒、保護者間のやりとりも手軽にできるので、今後は予
習、復習の様子も見ることができるのでは？と期待をする。一方、タブレットの
使い方をどう指導していくかなど、学校と家庭の協力が必要になっていくので、
先生方のご苦労が増えるのではないかと気になった。
・生活アンケートで「あいさつはきちんとしている」の割合（３・４）が、95.2%と高い
ことが、コミュニケーションの基礎が実践できている証と感じる。先日の社会科
見学においても、全員あいさつ、返事をハッキリされており、質問も主体的に
行っていた。社会、地域の中で、生活していくための自律意識が高く、応援した
い気持ちになった。
・学校を大切に思う気持ちの育っている生徒が多いことに安心です。ボランティ
ア関連への参加は、コロナ禍の状況が収束すれば、解決されるはずです。地域
で受け入れてくれます。
・早くコロナ禍が去り、平常の生活が戻り、取組評価の上昇を望む。
・個々に合った対応をしていただけていると思います。六中に来てよかったが高
いのがうれしいです。
・タブレットを自由自在に扱い、自分の意見を発信している姿に驚きました。社
会に出たとき、大変役に立つと思います。
・中学校生活は楽しいと感じている生徒がとても多く、コロナ禍においても教育
活動が充実していることを評価している。
・成果指標である生徒学校評価アンケートの該当項目から、先生の取組に関す
る項目（指導の工夫、わかりやすさ、質問への対応等）のみ抽出すると平均
91.5%になります。先生方が生徒のために尽力されていることの表れである。
・肯定的回答の低かった「10家庭学習への取組」と「19地域行事・ボランティア
活動への参加」についても、昨年度よりも数値が上昇しており、コロナ禍におけ
る不規則な生活状況や地域行事の中止等の影響を受けながら改善を図ってい
る点も素晴らしい。
・「大森第六中学校に入学してよかったと思う」、「学校生活は楽しい」の達成率
が高いのは、日頃から先生方の生徒との向き合い方がよいのだと思う。
・大森六中に入学してよかった、学校生活が楽しいと生徒さんが高い評価を示
していることは、充実した学校生活、仲間、すてきな先生方がいるということで
すので、すばらしいと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

4
３：

Ｂ


